
事務事業評価の評価結果について（平成28年度の事業に対する評価）

スポーツ文化振興部 評価：４＝できている　３＝概ねできている　２＝課題克服が必要　１＝未着手状況　　

指標名 指標設定の考え方 目標値 実績値 数値以外の目標 目標に対する実績等の分析 評価 所見
平成29年
度以降の事
業の方向性

所見

スポーツ振
興課

一般事務
事業

　健康志向の高まりや余暇時間
の増大などにより、より健康的
で活力のある人生を送ろうとい
う市民の問い合わせ、相談等に
迅速で適切な窓口対応を実施し
ます。併せて事務所の維持管理
と事務環境の向上に努めます。

平成２８年度
予算額からの
削減率

　経常経費以外の一般事
務費の削減率を目標とし
ます。

0.1% 7.8%

　メッセウイング・みえ
会議室を使用せず、事務
所内会議スペースの使用
に努め削減に努めた。

3

　事務の効率化により経
費節減に努めていること
と併せて、事務所内会議
室の使用等によりメッセ
ウイング・みえ会議室の
使用料が支出されなかっ
たことによる。

現状維持

　効率的な窓口事務に努
め、市民へのスポーツに
関する情報提供を一層工
夫すると共に事務管理経
費の節減を図ります。
　また、経理事務につい
て、適正な執行ができる
ように努める。

スポーツ振
興課

スポー
ツ・レク
リエー
ション振
興事業

　スポーツ・レクリエーション
活動を通して、市民の健康づく
りや競技力の向上、コミュニ
ティづくりなどを目的にした交
流の機会づくりを推進します。
　また、スポーツ・レクリエー
ション活動の普及・振興のた
め、スポーツ教室の開催や各種
団体への活動支援などに努めス
ポーツ・レクリエーション振興
を図ります。

スポーツ・レ
クリエーショ
ン活動の振興
の指標とし
て、主要な大
会等のイベン
トへの参加者
数を定める。

　スポーツ・レクリエー
ションの振興のため、各
種取り組みを進めること
で、市民が週に1日以上
スポーツを行っている人
の割合を増加させます。
ただし、毎年数値の確認
が出来ないため、補足的
に主要なスポーツ大会、
教室などのイベントの前
年度参加者数を上回るこ
ととを指標とします。

16,579
人

15,640
人

　スポーツ教室の開催日
数の減、会場の変更（屋
外から屋内）により、参
加者数が減少しました。

3

　本年度は、平成３０年
度全国高等学校総合体育
大会、平成３３年度第７
６回国民体育大会を視野
に入れたスポーツ競技力
の向上事業として、ロン
ドン五輪フェンシング団
体銀メダリストの千田健
太選手を指導者に迎え、
市内小学生を対象とした
「ステップアップスクー
ルin津」を開催した。ま
た、昨年度に続き吉田沙
保里杯津市少年少女レス
リング選手権大会を開催
し、全国から昨年度を上
回る参加者があった。
　また、津シティマラソ
ン大会等の各種大会・教
室、イベントの開催やス
ポーツ奨励の補助、各種
団体への支援などを引き
続き行い、多くの市民等
のスポーツ・レクリエー
ション事業への参加があ
りました。

拡充・充
実

　市民のスポーツニーズ
に対応した多様なスポー
ツ・レクリエーションの
場を引き続き開催する。
また、平成29年度につい
ては、平成３０年度全国
高等学校総合体育大会、
平成３３年度第７６回国
民体育大会を視野に入れ
て、津市のスポーツ競技
力の向上を目指して、ス
ポーツ大会、教室等の事
業を引き続き実施する。

スポーツ振
興課

スポーツ
推進委員
関係事業

　市民のスポーツ・レクリエー
ション活動促進のための実技指
導や組織を育成するとともに、
地域住民に対しスポーツ・レク
リエーションに関する指導や助
言を行い、本市における地域ス
ポーツの推進を図ります。

委員個々の資
質向上を図る
ための研修会
の開催

　地域のスポーツ振興の
推進役である委員個々の
資質向上を図るための研
修を年間10回以上開催
し、スキルアップにつな
げる。

10回 15回

　地域でのニュースポー
ツの普及等のため、委員
個々が高い志を持って研
修に参加し、スキルアッ
プを図ることができた。

4 現状維持

　委員それぞれが、各地
域の実情を鑑みながら各
種スポーツ事業に積極的
に取り組むとともに、全
市的なスポーツ事業の企
画運営を行った。
　平成30年度全国高等学
校総合体育大会、平成33
年度第76回国民体育大会
の開催が予定されてお
り、全国規模の大きな大
会運営の中核を担なえる
スキルを身につける必要
がある。

所管課長等による評価

課等名 中事業名 事業の目的

成果指標（平成28年度） 事業の評価
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スポーツ振
興課

体育館管
理運営事
業

　スポーツを通して、市民の健
康づくりや競技力の向上、コ
ミュニティづくりなどを目的に
した交流の機会づくりを増進す
るため、安全・安心を最優先に
各運動施設の適切な維持･管理を
行います。
　競技場を使用したバレーボー
ル、バドミントン等の他、会議
室を使用したエアロビクスや健
康体操等、主に屋内スポーツの
振興を図るものです。

運動施設利用
者数

津市体育館の利用者数
（平成24年度実績
78,846人の1割増）。

78,846
人

87,725
人

　平成２７年度より大幅
な増加となり、目標値に
達成しました。
　引き続き利用者の増加
を目指します。

4

バドミントン、卓球、バ
レーボールの一般公開の
継続。
　平成２８年１月より通
常の一般公開日に加え、
特別公開日を月１～２日
程度設け、定着してきた
ことにより利用者の増加
に繋がった。

現状維持

　昨年度より大幅な利用
者の増加となった。津市
産業・スポーツセンター
への機能移転に向け、引
き続き指定管理者と連携
し、利用者の増加に努め
る。
　また、平成２９年１０
月１日サオリーナオープ
ンに伴い閉館する津市体
育館について、指定管理
者の事務所移転や備品の
整理等を実施する。

スポーツ振
興課

体育館管
理運営事
業

　スポーツを通して、市民の健
康づくりや競技力の向上、コ
ミュニティづくりなどを目的に
した交流の機会づくりを増進す
るため、安全・安心を最優先に
各運動施設の適切な維持･管理を
行います。
　競技場を使用したバレーボー
ル、バドミントン等の他、会議
室を使用したエアロビクスや健
康体操等、主に屋内スポーツの
振興を図るものです。

運動施設利用
者数

　津市体育館の利用者数
（平成24年度実績
78,846人の1割増）。

78,846
人

87,725
人

　平成２７年度より大幅
な増加となり、目標値に
達成しました。
　引き続き利用者の増加
を目指します。

4

　バドミントン、卓球、
バレーボールの一般公開
の継続。
　平成２８年１月より通
常の一般公開日に加え、
特別公開日を月１～２日
程度設け、定着してきた
ことにより利用者の増加
に繋がった。

現状維持

　昨年度より大幅な利用
者の増加となった。引き
続き指定管理者と連携
し、利用者の増加に努め
る。
　さらに、利用者に安
心・安全かつ快適な施設
環境が提供できるよう、
市内運動施設の小破修
繕、予見される計画的修
繕に努める。
　また、平成２９年１０
月１日サオリーナオープ
ンに伴い閉館する津市体
育館について、指定管理
者の事務所移転や備品の
整理等を実施する。

スポーツ振
興課

野球場管
理運営事
業

　スポーツを通して、市民の健
康づくりや競技力の向上、コ
ミュニティづくりなどを目的に
した交流の機会づくりを増進す
るため、安全・安心を最優先に
各運動施設の適切な維持･管理を
行います。
　また、野球等の市民スポーツ
の振興とともに、高校野球等集
客性の高い試合の誘致による、
コミュニティの拡大、中心地域
の活性化を図ります。

運動施設利用
者数

津球場公園内野球場の利
用者数（平成24年度実績
26,365人の1割増）

26,350
人

26,151
人

　平成２７年度に対し利
用者増となったが、目標
未到達となったため、引
き続き指定管理者との連
携や施設の機能向上に努
め、目標達成したい。

2

　利用者が不便なく利用
できるよう駐車場の整備
やグラウンドの機能向上
等に努める。

現状維持

　利用者の増加に向け、
大会やイベントの誘致、
指定管理者との連携強化
など改善が必要である。
　平成３３年度第７６回
国民体育大会での利用を
視野に、津球場公園全体
の整備計画を検討する。

スポーツ振
興課

グラウン
ド管理運
営事業

　スポーツを通して、市民の健
康づくりや競技力の向上、コ
ミュニティづくりなどを目的に
した交流の機会づくりを増進す
るため、安全・安心を最優先に
各運動施設の適切な維持･管理を
行います。
　それぞれの施設の規模が小さ
いので大会等の開催はほとんど
ありませんが、軟式野球・ソフ
トボールを中心とした屋外ス
ポーツの振興を図ります。

運動施設利用
者数

　津市北部運動広場、津
市南部緑地公園内運動広
場、津市乙部公園内運動
広場、津市西部運動広場
の利用者数（平成24年度
実績12,591人の1割
増）。

12,591
人

14,907
人

　平成２７年度に対し、
利用者増となり、目標値
を達成した。引き続き指
定管理者と連携し、施設
の維持管理に努める。

3

　平成２７年度に対し、
利用者増となったが、グ
ラウンドによっては駐車
可能台数が少なく、利用
するには不便である箇所
や、経年劣化により施設
状態が不良となっている
箇所があるため、必要に
応じた修繕等機能向上に
努める。

現状維持

　利用者が安全・安心に
利用できるよう修繕が必
要な箇所等については、
指定管理者と連携し、積
極的な修繕を行い引き続
き利用者の増加に努め
る。
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スポーツ振
興課

テニス
コート管
理運営事
業

　スポーツを通して、市民の健
康づくりや競技力の向上、コ
ミュニティづくりなどを目的に
した交流の機会づくりを増進す
るため、安全・安心を最優先に
各運動施設の適切な維持･管理を
行います。
　硬式テニス・ソフトテニス共
に個人の使用からスポーツ教
室、市民大会等、幅広い目的で
利用されており、今後も市民に
身近なスポーツ施設となるよう
維持・管理を行いスポーツの振
興を図ります。

運動施設利用
者数

　津市古道公園内テニス
コート、津市古河公園内
テニスコート、津市入江
公園内テニスコートの利
用者数の合計。（平成24
年度実績54,807人の1
割増）

54,807
人

47,336
人

　古道公園内テニスコー
トにて芝張替工事を実施
するにあたり、約１ヶ月
営業を停止したことによ
る減と思われる。

3

　平成２７年度に古道公
園内テニスコート２面分
の芝張替工事を行い、平
成２８年度に残りの４面
について、張替工事を実
施した。古道公園内テニ
スコートについては、よ
り良い施設環境を利用者
に提供できると考えられ
るが、一部駐車場の不足
等が懸念される。

現状維持

　芝張替等工事を実施し
たが、駐車場の不足等以
前、課題は残っているた
め、引き続き可能な限り
整備に努め、利用率の向
上を目指す。

スポーツ振
興課

プール管
理運営事
業

　スポーツを通して、市民の健
康づくりや競技力の向上、コ
ミュニティづくりなどを目的に
した交流の機会づくりを増進す
るため、安全・安心を最優先に
各運動施設の適切な維持･管理を
行います。
　近年のプールは水泳（競技）
目的のみならず、水中ウォーキ
ング等の健康づくりにも利用さ
れており、水泳の振興、市民の
健康増進を図ります。

運動施設利用
者数

　津市民プールの利用者
数（平成23年度実績
69,769人の1割増）。

71,000
人

74,684
人

　平成２７年度に対し、
利用者数増となりました
は、引き続き指定管理者
と連携し、施設の維持管
理に努める。

3

　利用者数は増加となっ
ているが、施設は老朽化
が進んでいるため、引き
続き産業・スポーツセン
ターへの機能移転に向
け、利用者に対し、より
良い施設環境の提供に努
める。

現状維持

　産業・スポーツセン
ターへの機能移転に向
け、大規模な改修は避
け、利用者の安心・安全
に配慮し、必要に応じて
指定管理者と連携し、修
繕を行っていく。

スポーツ振
興課

その他運
動施設管
理運営事
業

　スポーツを通して、市民の健
康づくりや競技力の向上、コ
ミュニティづくりなどを目的に
した交流の機会づくりを増進す
るため、安全・安心を最優先に
各運動施設の適切な維持･管理を
行います。
　海浜公園内陸上競技場は陸上
競技場の他、市内で唯一の芝が
張られたサッカー場もあり、大
会等の誘致を図り、競技振興と
交流の機会づくりを図ります。

運動施設利用
者数

　津市海浜公園内陸上競
技場及びテニスコートの
利用者数（平成24年度実
績14,076人の1割
増）。

16,836
人

18,893
人

　平成２７年度に引き続
き指定管理者の自主事業
等の努力により、増加
し、目標値を達成した。
引き続き指定管理者と連
携し、施設の維持管理に
努める。

4

　目標は達成できている
が、老朽化に対応できる
よう引き続き指定管理と
連携し、計画的な修繕に
努める。

現状維持

　利用率は徐々に向上し
ているが、施設について
は、老朽化が進んでいる
ため、引き続き必要に応
じた整備等機能向上に努
める。

産業・ス
ポーツセン
ター推進室

産業・ス
ポーツセ
ンター整
備事業

 　本市のスポーツ施設について
は、老朽化した小規模な施設が
多く存在し、全国規模の大会等
が開催可能で市民の健康増進や
スポーツ等を通じた交流の拠点
となる施設が少ない状況にあり
ます。
　そこで平成22年5月に「津市
スポーツ施設整備基本構想」を
策定し、地域の核となる施設の
整備や、総合的なスポーツ施設
として大規模大会等が開催可能
な拠点となるスポーツ施設の整
備方針をとりまとめています。
この基本構想を踏まえ、平成23
年9月に「津市屋内総合スポー
ツ施設基本計画」として、総合
的な屋内スポーツ施設の整備に
向け具体的な計画策定を行い、
その計画に基づき平成29年10
月1日の施設供用開始に向けて
事業を推進するものです。

津市産業・ス
ポーツセン
ターの工事進
捗状況

津市産業・スポーツセン
ター建設工事の進捗状況

65.6% 87.1%

本体建設工事について
は、平成29年3月末現在
の進捗状況は87.9％であ
り順調に進んでいる。

4

　本体建設工事について
は、平成27年4月1日よ
り着工し、順調に工事が
進んでいる。また、緑地
整備工事については、予
定通り実施できた。さら
に、三重武道館弓道場
（遠的）新築工事等に係
る地質調査及び設計業務
を実施し、着工に向けた
準備を進めた。

現状維持

 平成29年10月1日の施
設供用開始を目指して、
本体建設工事、関連工事
及び備品購入等を着実に
推進する。
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産業・ス
ポーツセン
ター推進室

産業・ス
ポーツセ
ンター維
持管理事
業

　津市産業・スポーツセンター
の供用開始に向け、平成28年4
月1日より新たな指定管理者に
よる管理運営を行います。民間
企業のノウハウや創意工夫に基
づいた管理運営により 、より質
の高いサービスを利用者に提供
することで利用者を確保すると
ともに、管理経費等の縮減を図
ることを目的とします。
　また、既存のメッセウイン
グ・みえについては、現状を把
握したうえで長期修繕計画に基
づき修繕・点検等を実施し、利
用環境の向上を図ります。

メッセウイン
グ・みえの利
用者数

平成28年度より新たな指
定管理者により管理運営
が行われる津市産業・ス
ポーツセンター利用者数
を目標と定め、その達成
度を計る。

217,000
人
164,474

人

産業・スポーツセンター
の建設工事の影響によ
り、目標値を下回った。

3

　指定管理業務により既
存のメッセウイング・み
えの管理運営及び平成29
年10月1日の産業・ス
ポーツセンター供用開始
に向けた準備業務を進め
ることができた。また、
メッセウイング・みえの
空調設備の修繕・点検業
務等を実施することで施
設の長寿命化及び利用環
境の向上を図ることがで
きた。

拡充・充
実

　平成29年10月1日の
施設供用開始に向けた準
備業務を着実に推進す
る。また、Ｗｉ－Ｆｉ環
境等を整備し、施設の利
便性の向上を図る。
　また、メッセウイン
グ・みえについては、長
期修繕計画等を基に、優
先順位をつけ計画的な修
繕を実施する。

産業・ス
ポーツセン
ター推進室

産業・ス
ポーツセ
ンター誘
致・ＰＲ
事業

　平成29年10月1日に施設供
用開始予定である津市産業・ス
ポーツセンターの施設のＰＲを
行うとともに、各種スポーツ大
会、産業振興及びオープニング
セレモニーも含めたイベント等
の事業誘致を行う。

オープニング
期間における
全国規模の大
会等の誘致・
開催

　指定管理者と連携しな
がら津市産業・スポーツ
センターで開催する全国
規模のスポーツ大会、興
行、産業振興事業等の誘
致活動を進めます。

9事業 55事業

観戦型スポーツイベント
が２、競技大会として全
国規模が６、ブロック規
模の大会が１４、県規模
の大会が５２、市規模の
大会が４４、その他コン
ベンションが７となり、
合計１２５の大会の開催
が見込まれている。

3

　新たに供用開始となる
サオリーナ及び三重武道
館について、オープニン
グ期間に係るスポーツ大
会等の誘致やオープニン
グイベントへの出演交渉
について円滑に進めるこ
とができた。また、各種
広告媒体等を活用し、施
設のＰＲを図ることがで
きた。
　休日の施設利用は、満
足する結果となったが平
日の利用促進を引き続き
図っていく必要がある。

拡充・充
実

　指定管理者が主導とな
り、引き続き大会誘致、
施設ＰＲを推進するよう
働きかける。オープニン
グイベントについては、
指定管理者と連携し、来
場者が興味・関心を持つ
ような企画を練り上げ、
円滑に運営できるよう事
前準備を入念に進める。
　また、平日における施
設の利用促進を図るため
に、サオリーナ及び三重
武道館については、指定
管理者のノウハウを活か
した自主事業等の実施
や、メッセウイング・み
えについては、商工観光
部や関係団体等と連携
し、新たな顧客の確保に
努める。

国体・障害
者スポーツ
大会準備室

国民体育
大会等準
備事業

　三重県において、平成33年度
に開催される第76回国民体育大
会及び第21回全国障害者スポー
ツ大会、並びに平成30年度に開
催される全国高等学校総合体育
大会（インターハイ）に向け
て、会場地市町としての準備を
進める。

国体津市準備
委員会の設立
及び全国高校
総体津市実行
委員会の設立
準備

　国民体育大会の津市開
催に向けた諸準備の中枢
組織となる準備委員会の
設立開催は最重要課題で
ある。さらに本年度三重
県において設立された全
国高校総体実行委員会を
受けて平成２９年度に津
市としても実行委員会を
設置する必要がある。こ
れらの開催及び準備を指
標として設定する。

・設立準備委員会開
催に向けた発起人会
の開催（8月頃）
・設立準備委員会開
催（11月頃）
・準備委員会常任委
員会の開催（2月
頃）
これらを国体開催に
向けた準備業務とし
て進めていく。

　８月に国体津市準備委
員会設立発起人会、１１
月に国体津市準備委員会
設立総会及び第１回総会
を開催した。また、１月
には当初予定していた常
任委員会の代わりに、県
内で初となる全国障害者
スポーツ大会津市準備委
員会設立総会及び第１回
総会を開催した。

4

　各大会の先催地視察を
実施し、今後の事業推進
の方向性、課題の解決に
向けての情報収集に努め
ることができた。
　さらに開催準備に万全
を期すため、国体だけで
なく、新たに追加された
全国障害者スポーツ大会
の準備委員会を設立する
とともに、高校総体につ
いても平成２９年度の本
市実行委員会設立に向け
た準備を行った。

拡充・充
実

　平成33年度第76回国
民体育大会及び第21回全
国障害者スポーツ大会、
並びに平成30年度全国高
等学校総合体育大会（イ
ンターハイ）の開催に向
けて会場地としての準備
を進めるため、引き続き
開催に向けた準備を進め
るため、情報収集を目的
とした先進地視察を実施
する。
　さらに開催準備に万全
を期すため、全国高等学
校総合体育大会津市実行
委員会を設立するととも
に、国体津市準備委員会
常任委員会及び専門委員
会を開催し、今後も開催
に向けて計画的に業務を
拡大していく。

4 / 6 



スポーツ文化振興部 評価：４＝できている　３＝概ねできている　２＝課題克服が必要　１＝未着手状況　　
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課等名 中事業名 事業の目的

成果指標（平成28年度） 事業の評価

文化振興課

津リー
ジョンプ
ラザ管理
運営事業

　津リージョンプラザは、文化
芸術に係る拠点としての取組を
進め、市民の文化、芸術の鑑賞
や発表、練習の場として活用し
ていただくことにより、市民の
教育、文化等の向上を図ること
を目的とします。

利用率

　人件費を始め経費の削
減を図り、利用者の利便
性に供する施設を目指す
とともに、利用率の向上
に努めることとし、一つ
の目安となる３／４の施
設利用率を目標としま
す。

75%

お城ホー
ル：
平日
65.6％
土・日・
休日
99.1％
全日
79.6％
リハーサ
ル室：
86.0％
展示施設
：
平日
47.8％
土・日・
休日
59.1％
全日
52.0％
お城ホー
ル・展示
施設
全日
67.1％

　計画的に修繕を実施す
ることにより、安定的な
運営が出来たことから利
用率向上の目的は概ね達
成できた。

3

　施設の環境において
は、津リージョンプラザ
中長期修繕計画に基づ
き、効果的な修繕を行い
施設の適切な利用環境維
持を図った。
　また、利用率につい
て、お城ホールは文化事
業が実施しやすい土日、
休日に利用が集中し、平
日の利用率が低い。
　また、展示室は全体的
に利用率が低いことか
ら、利用率向上を図るた
めには、市民による新た
な文化事業が実施できる
よう、取組を進める必要
がある。

拡充・充
実

　市民が利用しやすい施
設にするために、施設の
老朽箇所等については、
必要な修繕を行い、適切
な利用環境の維持に努め
るとともに、展示室につ
いて使用範囲を見直し、
展示以外の使用を認める
等、津リージョンプラザ
お城ホール及び展示・会
議施設に関する規則及び
内規を改正することによ
り、平日のお城ホール及
び展示室の利用率の向上
を図り、市民の文化芸術
に触れる機会が増加する
よう努める。

文化振興課
文化振興
事業

　住民の誰もが文化に触れ、親
しみ、互いに交流ができ、文化
を生活やまちづくりに活かすこ
とを目指し、文化芸術活動の充
実及び歴史的資源の保存と活用
に向けて、市民文化の振興、文
化施設の活性化、文化財の保
存・継承及び歴史的資源を活か
したまちづくりを目的とした各
種事業を推進します。

参加者数

　多くの来場者で賑わ
い、人と人の交流する機
会が生まれる場所では、
文化意識の高揚がさらに
図られ、新たな文化意識
も芽生えると考えられ、
まちも活性化すると思わ
れることから参加者数を
指標にします。

63,850
人

59,428
人

　一身田寺内町への来訪
者数が安定しており、実
績値の５割を占めてい
る。また、市民文化祭・
地域文化祭も安定した実
績を記録しているが、美
術展覧会の参観者数が、
2,000人ほど減少したこ
とや全体的な参加者数の
減少が、実績値の低下に
繋がった。

3

　各文化事業について、
年度により増減があるも
のの、安定した入場者数
を得ている。
　今後も文化・芸術に触
れる機会、文化活動への
参加の機会を確保するな
ど継続した市民の文化芸
術活動支援が必要であ
る。
　また、文化創造事業と
して、文化ホールを拠点
とした担い手育成につい
ては、具体的な取組を行
う。

現状維持

　市民の文化活動の場と
機会の提供としての文化
振興の基本施策であるこ
とから、ワークショップ
など市民参加を促すなど
内容の工夫とともに継続
実施を行い、また、地域
と連携した担い手育成や
ホール活用の試みとして
の文化創造事業も実施
し、検証を行う。
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スポーツ文化振興部 評価：４＝できている　３＝概ねできている　２＝課題克服が必要　１＝未着手状況　　

指標名 指標設定の考え方 目標値 実績値 数値以外の目標 目標に対する実績等の分析 評価 所見
平成29年
度以降の事
業の方向性

所見

所管課長等による評価

課等名 中事業名 事業の目的

成果指標（平成28年度） 事業の評価

文化振興課
文化振興
基金事業

　豊かな文化を育み２１世紀に
躍動する美しい県都の実現をめ
ざして、文化振興基金運用益を
活用し市民や市民文化団体が育
む活動を支援します。(文化振興
計画(1)-②-8、-9）

文化事業への
助成金の交付
件数

　より活発な地域の文化
団体や個人の文化事業活
動の促進が、図られるこ
とから、助成金の交付件
数を目標値に設定しまし
た。

10件 8件

　申請数自体は目標値に
達したが、審査の結果、
事業内容が基金の目的に
達しないと判断されたた
め、目標値を下回る実績
となった。

3

　助成件数も倍増してお
り、継続した市民の文化
芸術活動の支援につな
がっているが、目標値の
達成には至っていないた
め、基金を利用した事業
補助制度のＰＲを強化す
る必要がある。
　また、羽田朝子記念映
画上映会では、邦画で日
本語字幕が付いているバ
リアフリー対応の比較的
新しい作品も選定しなが
ら、懐かしい映画を含め
た2本立ての映画会を市
内文化ホール１０か所を
会場に開催し、より多く
の鑑賞者を得ることがで
きたことで、文化ホール
を身近に感じていただ
き、市民が気軽に文化に
触れる機会となり、文化
の振興につなげることが
できた。

現状維持

　津市文化振興基金活用
事業をより多くの市民や
文化団体の活動に利用い
ただけるよう、例年より
募集期間や選考会議を早
めることで、年度当初の
文化イベントにも対応が
可能になり、芸術活動及
び文化活動を支援するこ
とができた。
　今後は、支援件数自体
の増加を図るため、当該
事業のＰＲを強化するこ
とを検討していく。
　羽田朝子記念映画上映
会については、日本語字
幕付きのバリアフリー映
画の上映を行い、高齢者
の方々から、セリフ、動
作がわかりやすいと好評
であったたため引き続き
継続していく。

文化振興課
ホール整
備事業

　久居駅周辺地区のまちづくり
における久居東鷹跡町エリアで
のまちづくりビジョンに基づ
き、文化ホールの整備を行いま
す。

（仮称）津市
久居ホールの
建設に向けた
準備項目の達
成度

　平成３２年度の施設供
用開始に向けた諸準備を
進めていく過程で年度毎
に準備項目を設けてその
達成度を計る。

　実施設計の作成、
管理運営計画の作
成、建設検討委員会
及び管理運営検討委
員会の開催、住民説
明会の開催、駐車場
用地確保に向けた委
託

　駐車場用地確保に向
け、事業認定申請書を認
定庁（三重県）に提出。
　実施設計に向けた各種
団体への聞取りや建設検
討委員会の開催。
　管理運営計画策定に向
け管理運営検討委員会の
開催。

2

　駐車場用地の取得に向
けた事業認定申請の協議
に時間を要したこと及び
用地買収に遅れが生じた
ため、スケジュールに遅
れが生じているが、用地
買収に向け地権者の理解
が得られ次第、速やかに
施設の建築工事などに取
り掛かる。

現状維持

　駐車場用地確保に向け
た用地交渉など、（仮
称）津市久居ホール整備
事業を速やかに進める。
　また、管理運営計画策
定に向けた調整や管理運
営主体の検討、地域の活
性化に向けた取組を行
う。
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